
「特別の教科 道徳」の実施に向けて
＜その５＞

「特別の教科 道徳」（道徳科）の完全実施に向けた改正のポイントです。

前号＜その４＞に引き続き、中学校の内容項目について変更点等を確認し

ます。

中学校の内容項目

続いて、中学校の内容項目を

見ていきましょう。

中学校では、内容項目数が２２となりました（従前

は２４）。以下の統合や分割があります。

B－（８）は、「友情、信頼」につい
て、より体系的・系統的に指導できる

よう、従前の２－（３）と２－（４）

を統合したものです。

B－（６）は、「思いやり、感謝」
について、より体系的・系統的に指

導できるよう、従前の２－（２）と

２－（６）を統合したものです。

※ ２－（２）・・・「人間愛、思いやり」に関する

内容

２－（６）・・・「感謝」に関する内容

※ ２－（３）・・・「友情、信頼」に関する内容

２－（４）・・・「異性についての正しい理解、

人格の尊重」に関する内容



※ 下線部分は、新たな文言の追加や変更点です。

C－（15）は、「よりよい学校生活、集団生活の充実」について、
より体系的・系統的に指導できるよう従前の４－（４）と４－（７）

を統合したものです。

D－（20）・（21）は、「自然愛護」及び「感動、畏敬の念」について、よ
り体系的・系統的に指導できるよう、従前の３－（２）を分割したものです。

なお、これらの内容項目は、以下のような取扱いの

工夫により、指導の効果を高めることができます。

※ ４－（４）・・・「役割と責任、集団生活の向上」に関する内容

※ ３－（２）・・・「自然愛護、畏敬の念」に関する内容

４－（７）・・・「愛校心、よりよい校風の樹立」に関する内容

○ 幾つかの内容を関連付けて指導するなどして、全ての内容項目

が調和的に関わり合うようにする。

○ 一時間一時間を単発で行うことなく、それまでの指導を踏まえ

年間を通して発展的に指導する。

○ 重点的に指導する内容項目については、授業時数を多く取った

り、一つの内容項目を何回かに分けて指導したりする。


